
農業委員会

農業委員会 
だより 

　平成２３年８月に成立した「地域の自主性及び自立性を高めるための改革の

推進を図るための関係法律の整備に関する法律」の施行により、農地法第３条

第１項に係る許可権限のうち、県知事許可とされている権限が、平成２４年４

月１日から農業委員会へ移譲されることとなりました。 

 

農地法第３条許可のうち移譲されるもの 

①権利取得者がその住所のある市町の区域外にある農地

等の権利を取得する場合 

②取得する権利が区分地上権またはこれと内容を同じく

するその他の権利である場合 

③権利取得者が試験研究目的など特殊な事情で農地を取

得するその他の権利である場合 

 

　福崎町農業委員会では、申請書類を毎月５日（休日の場

合は後日）締め切りで受け付けています。毎月開催される

農業委員会総会（基本日は毎月２０日）において、申請書と添

付書類・現地確認などの審査を行い、許可（不許可）の決定

を行っています。 

農地法の権限移譲について 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

平成２４年度の年金額が０．３％引き下げられます 

農地法第３条許可とは 

　農地の売買・贈与・貸借などは農業委員会の

許可が必要です。この許可を受けない行為は無

効となります。 

 

平成２２年度　農地法第３条申請件数 

内容 

農地法 
第３条 

件数 

２９ 

面積（㎡） 

４０,３１１ 

備　　考 

農地の権利設定・ 
移動など　　　　 

問い合わせ先　福崎町農業委員会事務局 
（産業課内・内線３９４）　 

森林の所有者届出制度 
４月から始まります 
森林の所有者届出制度 
４月から始まります 
森林の所有者届出制度 
４月から始まります 

　平成２３年４月の森林法改

正により、平成２４年４月以降、

森林の土地の所有者となっ

た方は市町村長への事後届出が義務付けられました。 

届出対象者 

　個人・法人を問わず、売買や相続等により森林の

土地を新たに取得した方は、面積に関わらず届出を

しなければなりません。 

届出期間 

　土地の所有者となった日から９０日以内に、取得

された土地のある市町村長に届出をしてください。 

問い合わせ先　産業課　林務係（内線３９４） 

　総務省から「平成２３年平均の全国消費者

物価指数」（生鮮食品を含む総合指数）の対

前年比変動率がマイナス０．３％となったこ

とが発表されました。 

　年金額は物価変動に応じて改定されるた

め、法律の規定により、平成２４年度の年金

額は０．３％の引き下げとなります。年金の

受取額が変わるのは、４月分が支払われる

６月の支払からです。 

問い合わせ先 

　姫路年金事務所　　０７９－２２４－６３８５ 

〈平成２４年度の年金額の例〉 

国民年金 
老齢基礎年金（満額）１人分 

厚生年金※ 
夫婦２人分の老齢基礎年金を 
含む標準的な年金額　　　　 

平成２３年度（月額） 

65,741円 

231,648円 

65,541円 
（▲200円） 

230,940円 
（▲708円） 

平成２４年度（月額） 

※厚生年金は、夫が平均的収入（平均標準報酬３６.０万円）で４０年間
就業し、妻がその期間全て専業主婦であった世帯が年金を受け取
り始める場合の給付水準 
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福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
県
指

定
文
化
財
・
三
木
家
住
宅
の
修

理
工
事
も
２
年
目
と
な
り
ま
し

た
。 

 

　
１
年
目
は
表
門
と
厩
、
南
土

塀
の
一
部
の
解
体
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
は
本
格
的

に
主
屋
の
修
理
工
事
を
開
始
し

ま
し
た
。
完
成
は
５
年
後
の
平

成
２７
年
度
の
予
定
で
す
。
現
在
、

解
体
工
事
を
進
め
て
お
り
、
１

月
時
点
で
瓦
降
し
を
完
了
し
、

土
壁
や
木
部
の
解
体
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
来
年
度
か
ら
復
元
方
針
や
耐

震
補
強
な
ど
を
検
討
し
た
う
え

で
修
復
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

主
屋
は
事
前
調
査
で
軸
部
（
柱

や
梁
の
構
造
部
分
）
の
破
損
は

限
定
的
で
あ
っ
た
た
め
、
軸
部

を
残
し
な
が
ら
修
理
す
る
半
解

体
工
事
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
工
事
に
並
行
し
て
建

築
年
代
や
修
理
の
変
遷
、
技
法

に
つ
い
て
な
ど
の
文
化
財
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。 

①
結
界 

　
主
屋
で
は
、
民
家
で
は
ほ
と

ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
跳

ね
上
げ
式
の
建
具
が
使
用
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
使
用
場
所
は
主
人
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
空
間
に
通
じ
る
部
分

で
、
使
用
人
等
が
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
結
界
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。 

②
土
壁
の
技
法 

　
土
壁
は
一
般
に
竹
を
組
み
、

そ
の
上
に
土
を
塗
り
ま
す
。
し

か
し
、
主
屋
の
古
く
か
ら
の
壁

で
は
、
竹
の
代
わ
り
に
雑
木
（
桜

や
樫
な
ど
）
を
用
い
て
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

③
土
壁
の
変
遷 

　
戦
前
頃
ま
で
、
土
間
で
料
理

の
煮
炊
き
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
煙
で
土
壁
は
煤
け
ま

す
が
、
調
査
で
壁
が
十
一
層
も

煤
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
煤
け
る
度
に
塗
り
重
ね

ら
れ
、
三
木
家
の
長
い
歴
史
を

表
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
「
な
か
の
ま
」
や
「
か

み
の
ま
」
な
ど
の
座
敷
の
土
壁

で
は
、
朱
の
仕
上
と
同
じ
色
が

中
か
ら
数
層
見
つ
か
り
ま
し
た
。

補
修
で
も
、
同
色
が
使
用
さ
れ
、

家
の
伝
統
を
守
り
続
け
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

④
建
築
の
変
遷
・
年
号 

　
昨
年
度
に
解
体
し
た
表
門
で

は
、
銀
の
馬
車
道
の
拡
張
に
伴

い
、
明
治
７
年
（
１
８
７
４
）

に
改
築
さ
れ
た
こ
と
が
墨
書
か

ら
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
主
屋
で
も
部
材
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
年
号
の
墨
書
等
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
役
所
の
ま
」

の
垂
壁
板
に
は
、
享
和
元
年（
１

８
０
１
）
の
年
号
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
西
縁
側
の
野
地

板
に
は
、
大
正
６
年
（
１
９
１

７
）
に
修
理
し
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
主
屋
西

に
付
属
す
る
湯
殿
で
は
棟
札
が

発
見
さ
れ
、
大
正
６
年
に
建
築

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
主
屋
に
付
属
す
る
内
蔵
は
元

禄
１０
年
（
１
６
９
７
）
に
建
築

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

主
屋
も
同
じ
頃
の
建
築
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
正
確
な
建

築
年
代
は
不
明
な
た
め
、
今
後

も
調
査
を
進
め
ま
す
。 

１５ 

修理の状況（野地板の状態） 十一層塗り上げた土間の壁 

木で組まれた壁下地 「享和元年」の墨書 

県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告② 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告② 県指定文化財・三木家住宅　保存修理工事報告② 
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う
ま
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は
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す
す 



１６ 

　
昭
和
２４
年
に
法
隆
寺
金
堂
壁
画

が
焼
損
し
た
日
が
１
月
２６
日
で
す
。

そ
の
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
し

て
、
防
火
防
災
の
啓
蒙
や
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
毎
年
、
各
地
で
こ
の
文
化
財
防

火
デ
ー
に
伴
い
、
歴
史
的
価
値
の

高
い
文
化
財
建
造
物
で
消
防
訓
練

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
報

要
領
の
確
認
及
び
初
動
防
御
体
制

の
確
立
と
防
火
意
識
の
啓
発
を
促

す
と
と
も
に
、
消
防
隊
の
遠
距
離

中
継
送
水
の
習
熟
並
び
に
活
動
能

力
の
向
上
、
ま
た
、
あ
わ
せ
て
付

近
住
民
に
対
す
る
防
火
心
の
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
２２
年
度
は
、
西
田
原（
辻

川
）所
在
の
兵
庫
県
指
定
文
化
財

の
柳
田
國
男
生
家
、
旧
神
崎
郡
役

所（
現
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館
）

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
姫
路
市
夢
前
町
に

あ
る
通
宝
山
弥
勒
寺
で
「
守
ろ
う

市
民
の
宝
　
重
要
文
化
財
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
１
月
２６
日
１０
時
頃
、

弥
勒
寺
本
堂
か
ら
出
火
し
、
敷
地

内
の
建
物
及
び
通
宝
山
に
延
焼
拡

大
中
で
建
物
内
に
１
人
逃
げ
遅
れ

が
あ
る
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
眼
点
と
し
て
は
、
文
化
財

管
理
者
に
よ
る
初
動
態
勢（
通
報
、

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
）、
消
防

隊
の
指
揮
命
令
系
統
及
び
消
防
隊

と
文
化
財
管
理
者
の
相
互
連
携
活

動
の
確
立
で
す
。 

　
実
際
、
火
事
が
起
こ
れ
ば
平
常

心
を
保
っ
て
消
火
活
動
を
行
う
こ

と
は
難
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
、

実
際
の
現
場
を
想
定
し
な
が
ら
行

う
消
防
訓
練
は
重
要
な
訓
練
の
一

つ
で
す
。 

　
特
に
文
化
財
建
造
物
は
、
木
造

で
あ
る
た
め
、
火
事
が
発
生
す
れ

ば
火
が
回
る
の
が
非
常
に
早
く
、

も
し
文
化
財
建
造
物
で
火
事
が
発

生
し
た
時
は
、
地
域
住
民
の
み
な

さ
ん
の
助
け
が
大
き
な
力
に
な
り

ま
す
。 

　
今
後
も
防
火
訓
練
を
実
施
し
て

文
化
財
の
防
火
防
災
の
啓
蒙
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
５８
回
文
化
財
防
火
デ
ー 

け
い
も
う 

会期：３月３１日（土）まで 
場所：記念館　２階　講義室 
共催：兵庫県立人と自然の博物館 

～ワークショップのお知らせ～ 

　
３
月
の
企
画
展
で
は
兵

庫
県
立
人
と
自
然
の
博
物

館
と
共
催
で
「
タ
ヨ
ウ
星

人
に
学
ぶ
生
き
物
の
ふ
し

ぎ
〜
國
男
も
見
た
タ
ヨ
ウ

星
人
〜
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た

ち
が
、
お
互
い
に
つ
な
が

り
合
っ
て
絆
を
分
か
ち
合

っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が

生
物
の
多
様
性
で
す
。 

　
柳
田
國
男
も
生
物
の
多

様
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の

種
類
や
数
の
多
さ
に
触
れ
、 

自
身
の
著
書
『
野
草
雑
記
・ 

野
鳥
雑
記
』
の
中
で
「
そ

れ
に
い
ち
い
ち
名
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
む
し
ろ
不
思

議
な
く
ら
い
に
私
は
感
じ

ら
れ
た
。
」
と
驚
い
て
い

ま
す
。 

　
ひ
と
は
く
で
生
ま
れ
た

生
物
多
様
性
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
タ
ヨ
ウ
星
人
」
た
ち
。

本
展
の
た
め
に
新
た
に
生

ま
れ
た
タ
ヨ
ウ
星
人
も
登

場
し
ま
す
。
國
男
も
見
て

触
れ
た
生
物
の
多
様
性
を

タ
ヨ
ウ
星
人
た
ち
の
原
画

を
通
じ
て
、
楽
し
く
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。 

　
ま
た
、
３
月
２０
日
に
「
タ

ヨ
ウ
星
人
」
の
生
み
の
親
、

河
南
堂
珍
元
斎
さ
ん
を
お
招

き
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。 

　
紙
芝
居
絵
巻
で
タ
ヨ
ウ
星

人
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

〜
映
丘
が
描
い
た
ひ
な
人
形
〜 

　
記
念
館
で
は
歴
民
の
ひ
な

ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
松
岡
映

丘
の
ひ
な
人
形
の
画
稿
を
出

張
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

柳
田
國
男
・
松
岡
家
記
念
館
だ
よ
り タヨウ星人に学ぶ生き物のふしぎ 

～國男も見たタヨウ星人～ 

日時：３月２０日（火・祝）１３：３０～ 
場所：柳田國男生家 
講師：河南堂珍元斎さん 
　　　（兵庫県立人と自然の博物館地域研究員） 
　　　鈴木　武さん 
　　　（兵庫県立人と自然の博物館研究員） 

『生物多様性を遊ぼう』 

柳田國男・松岡家記念館 

な に 営 
町 

り ま し 
た 

セイブツタヨウヤドカリ 

河南堂珍元斎　絵 

がたろ 



１７ 

歴
史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り 

　
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
毎
年

３
月
に
神
戸
大
学
大
学
院
地
域
連

携
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
成
果

を
ご
覧
い
た
だ
く
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
昨
年
１０
月
の
特
別
展

で
ご
紹
介
し
た
柳
田
國
男
書
簡
の

パ
ネ
ル
展
示
を
は
じ
め
、
江
戸
時

代
の
三
木
家
当
主
が
姫
路
藩
内
で

ど
の
よ
う
な
人
間
関
係
を
持
っ
て

い
た
か
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
『
書

啓
底
簿
』
な
ど
の
三
木
家
史
料
を

展
示
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
２４
年
度
特
別
展
の

題
材
と
な
る
『
播
磨
国
風
土
記
』

に
つ
い
て
は
、
そ
の
記
述
や
神
前

山
な
ど
町
内
の
比
定
地
を
紹
介
し

ま
す
。 

　
あ
わ
せ
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い

る
三
木
家
改
修
工
事
に
関
す
る
展

示
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

　
企
画
展
開
催
中
、
展
示
室
で
は
今

年
も
「
み
ん
な
の
ひ
な
ま
つ
り
」
展

を
開
催
し
ま
す
。 

　
折
り
紙
や
布
な
ど
で
作
っ
た
手
作

り
の
ひ
な
か
ざ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
し
お
持
ち
で
し
た
ら
資
料
館
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
ね
。 

　
２２
・
５
６
９
９ 

同
時
開

同
時
開
催 

同
時
開
催 

書啓底簿 
弘化３年（１８４６） 
三木家文書 

神前山から見た福崎町 ひなかざりの作品 

【協力】神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター 

入館無料 
３月３１日 
まで開催 

　
活
動
１８
年
目
と
な
っ
た
平
成
２３

年
度
ふ
く
さ
き
歴
史
体
験
隊
は
、

４９
人
の
隊
員
と
い
っ
し
ょ
に
活
動

し
ま
し
た
。 

　
隊
員
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た

表
情
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

           

　
今
年
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

来
館
者
の
方
に
れ
き
み
ん
オ
リ
ジ

ナ
ル
絵
馬
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
素
敵
な
展

示
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
神
戸
大
学
大
学
院
地
域
連
携
セ

ン
タ
ー
と
の
共
同
研
究
調
査
成
果

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
特
別
展
で
紹
介
し
た
柳
田
國
男

書
簡
や
三
木
家
史
料
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
福
崎
町
域
の

歴
史
の
話
や
大
庄
屋
三
木
家
住
宅

の
保
存
・
修
理
工
事
の
最
新
情
報

な
ど
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
夏
に
行
わ
れ
た
『
播

磨
国
風
土
記
』
の
比
定
地
調
査
に

つ
い
て
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。 

　
郷
土
の
歴
史
再
発
見
の
時
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

日
時
　
３
月
１０
日
（
土
） 

　
　
　
１３
時
３０
分
〜 

場
所
　
歴
史
民
俗
資
料
館
２
階 

報
告
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
研
究
員
他 

平
成
２３
年
度
　
　
　
　
　
　
　 

ふ
く
さ
き
歴
史
体
験
隊
写
真
展 

れ
き
み
ん
絵
馬
コ
ー
ナ
ー
報
告 

共
同
研
究
報
告
会
の
ご
案
内 

絵馬展示のようす 

▲調査のようす 

し
ょ 

け
い 

て
い 

ぼ 

平成２３年度　企画展 



市
　
川 
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崎
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甘
地
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健
康
福
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事
務
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老
人
ホ
ー
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辻
川
北
信
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柳
田
生
家 三木家 

もちむぎの 
　　やかた 

交
番 

町
民
第
一 

グ
ラ
ン
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記
念
館 

→
北
条
へ 

福崎IC

新
町
信
号 文 

NTT

郵便局 

高
速
道
路
出
口 

辻
川
信
号 

生
野
へ
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国
道
３
１
２
号 

播
但
連
絡
道
路 

中　国　自　動　車　道 

姫路へ↓ 

資料館 

←
姫
路
へ
 

福崎町役場 

バ
ス 

　

ロ
ー
タ
リ
ー 

N

辻川辻川 
バス停バス停 
辻川 
バス停 

P

一方通行 

　
辻
川
に
あ
る
県
指
定
文
化
財
・

三
木
家
住
宅
は
、
屋
根
の
破
損
や
、

建
物
の
傾
き
が
大
き
く
な
る
な
ど
、

経
年
変
化
に
よ
る
破
損
が
進
ん
で

い
ま
し
た
。
福
崎
町
は
貴
重
な
文

化
財
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
県

の
補
助
金
を
得
て
、
本
格
的
な
修

理
工
事
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
平
成
２２
年
度
か
ら
工
事
を
開
始

し
、
表
門
と
厩
・
土
塀
の
一
部
を

解
体
し
ま
し
た
。
平
成
２３
年
度
か

ら
主
屋
の
修
理
工
事
に
着
手
し
、

５
年
後
の
平
成
２７
年
度
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。
現
在
は
解
体
工
事

を
進
め
て
お
り
、
瓦
降
し
を
完
了

し
、
土
壁
や
木
部
の
解
体
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
工
事
に
並
行
し
て
、
建

築
年
代
や
修
理
の
変
遷
、
技
法
に

つ
い
て
文
化
財
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
表
門
は
、
墨
書
か
ら
、

銀
の
馬
車
道
の
拡
張
に
伴
い
明
治

７
年
に
改
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。 

　
主
屋
で
は
使
用
さ
れ
て
い
る
部

材
か
ら
、
天
明
２
年
や
享
和
元
年
、

明
治
４
年
、
大
正
６
年
な
ど
、
修

理
の
さ
ま
ざ
ま
な
年
号
の
墨
書
等

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
の
と
こ
ろ
、
主
屋
の
建
築
年

代
は
不
明
な
た
め
、
今
後
も
調
査

を
進
め
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

開
館
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０
分 

休
館
日 

　
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
１２
月

　
２８
日
〜
１
月
４
日 

入
館
料
　
無
料 

交
通
　
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
福
崎
駅
下

車
、
徒
歩
約
３０
分
、
ま
た
は
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
を
利
用
。 

　
車
は
播
但
連
絡
道
路
・
中
国
自

動
車
道
で
福
崎
I.C
か
ら
約
５
分
、

ま
た
は
国
道
３１２
号
線
を
利
用
。 

あ
　
と
　
が
　
き 

記
念
館
・
歴
民
利
用
案
内 

あ 

福
崎
町
文
化
財
だ
よ
り 

発
行
　
平
成
２４
年
３
月
１
日 

　
・
福
崎
町
教
育
委
員
会 

　
　
　
福
崎
町
南
田
原
３１１６
の
１ 

　
　
　
　
０
７
９
０
○
０
５
６
０ 

　
・
神
崎
郡
歴
史
民
俗
資
料
館 

　
　
　
福
崎
町
西
田
原
１０３８
の
１２  

　
　
　
　
０
７
９
０
○
５
６
９
９ 

59
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１８ 

　
昨
年
、
記
念
館
で
は
、
特
別
展

「
海
軍
大
佐
　

松
岡
静
雄
の
見
た

世
界
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
本
展
で
は
、
柳
田
國
男
の
弟
・

松
岡
静
雄
に
焦
点
を
当
て
ま
し
た
。

筆
ま
め
で
あ
っ
た
静
雄
が
戦
地
か

ら
國
男
に
宛
て
た
手
紙
や
自
身
の

行
動
記
録
で
あ
る
「
奉
職
履
歴
」

な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
資
料
か
ら
静
雄
の
行
動
や
思
い

を
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
会
期
中
、
近
畿
医
療
福
祉

大
学
か
ら
岩
井
忠
彦
先
生
に
来
て

い
た
だ
き
、
静
雄
や
日
露
戦
争
当

時
の
世
界
に
つ
い
て
貴
重
な
講
演

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
会
期
中
に
は
、
１
１
２
９
人
の

方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
、
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

特
別
展
「
民
俗
学
の
ふ
る
さ
と
福

崎
〜
幼
き
國
男
に
刻
ま
れ
た
福
崎

文
化
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
本
展
で
は
、
國
男
の
著
書
『
故

郷
七
十
年
』
か
ら
明
治
期
の
福
崎

を
紹
介
し
た
ほ
か
、
國
男
が
三
木

家
に
宛
て
た
書
簡
や
、
三
木
家
の

豊
か
な
学
芸
文
化
を
知
る
こ
と
の

で
き
る
資
料
な
ど
約
６０
点
を
展
示

し
ま
し
た
。 

　
会
期
中
に
は
、
１
０
１
５
人
の

方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
資
料

調
査
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
み
な
さ
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

特
別
展
図
録
〜
好
評
発
売
中
〜 

（
Ａ４
判
・
２４
ペ
ー
ジ
、
３００
円
） 

歴
史
民
俗
資
料
館
で
販
売
し
て
い

ま
す
。 

平
成
２３
年
度
特
別
展
報
告 

多く方にご来館いただきました 
ありがとうございました　　　 

会
期
　

１０
月
２２
日
〜
１１
月
２３
日 



テーマ：「時間のゆとりは心のゆとり」 
　　　　～子どもとすごす大切な時間について 
　　　　　　みんなで話し合いませんか？～ 
日　時：４月１７日（火）　１０：００～１１：３０ 
場　所：文化センター　１階　和室 
おやつ：ヨーグルトムース、ハーブティー 
　　　　※食物アレルギーのある方は申込時にお知らせ
　　　　　ください。 
　　　　※おやつ代として１人５０円が必要です。 
申込締切：４月１３日（金）までに子育て学習センターへ 
　　　　※同じ部屋で託児をします。おかあさん、お茶を 
　　　　　飲みながら、しばしリフレッシュしませんか？ 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 
４月５日（木）　文化センター　２階　和室 
　わらべうた・絵本の読み聞かせ・パネルシアターなど、
親子でいっしょに楽しみます。 
ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 
４月１２日（木）　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体
遊びなどを楽しみます。 

（問い合わせ先：子育て学習センター） 

「あそびのひろば」 

１９ 

　子育て中のお母さん。ちょっと一息つきませんか？子

育てに関することだけでなく、どんなことでもかまいま

せん。子どもといっしょに遊びながら、おしゃべりを楽

しみませんか？ 

日　時　３月２７日（火）　１０：００～１１：３０ 

場　所　子育て支援センター 

テーマ　「何でもOK！」 

　　　　※絵本の読み聞かせやわらべうた遊びもします。 

　　　　※個別相談員、スタッフもごいっしょします。 

対　象　就学前の子どもとその保護者 

申込方法　子育て支援センターへ 

定　員　１５組 

　いろいろなあそび、交流、子育てについての学習、情報交換
などを通して、いっしょに考え、楽しく子育てしませんか？ 
対　　象　町内に住む母・父・祖父母と、０歳から保育所入所・

幼稚園入園までの子ども 
活動日時　平成２４年４月～平成２５年３月 
　　　　　火～金曜日の月数回　１０：００～１１：３０ 
活動場所　文化センター２階 子育て学習センター「ともだちひろば」ほか 
申込方法　申込用紙は子育て学習センター「ともだちひろば」にあ

ります。必要事項を記入のうえ、お申し込みください。 
申込締切　３月２３日（金） 

平成２４年度子育て学習センターの 
親子活動に参加しませんか？ 

　お友だちといっしょに公園に出かけ、楽しい時間を過ご
しませんか？お子さんと遊びながら子育ての悩みを話した
り、情報交換をしたりして、ゆっくり楽しんでください。 

 
時　間　１０：００～１１：３０
　　駐車場はあります。 
持ち物　お茶 
 

申込方法　子育て支援センターへ 
※現地集合現地解散で、雨天の場合は中止となります。 
　不明な点は、子育て支援センターにお問い合わせください。 

日　程 
４月１６日（月） 
４月１８日（水） 
４月２３日（月） 

実 施 場 所 
イーストパーク（南大貫） 
スポーツ公園（福田） 
市川河川公園（新町） 

　おひさまらんどで遊んだりおしゃべりを楽しみ
ながら、簡単にできるかわいいフォトフレームを
いっしょに作りませんか？ 
日　時　４月１０日（火）・１１日（水） 
　　　　いずれも１０：００～１１：３０ 
場　所　子育て支援センター 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
用意するもの　布地（５０cm×５０cm以上） 
申込方法　子育て支援センターへ 
定　員　各日とも８組 

子育て学習センター（ともだちひろば） 

福崎町福田176－1（文化センター2階） 

　22－7830　Fax22－2561
な　や　み ゼロ 

〈開設日時〉 
　火・水・木・金曜日　９：００～１５：００ 
　　　　　第４土曜日　９：００～１２：００ 
〈個別相談〉　４月１７日（火）　１０：００～１４：００ 
　相談員：大内和恵さん 

（祝日を除く） 

子育て支援に関することは Eメール ko-shien＠town.fukusaki.hyogo.jp

子育て支援センター（おひさまらんど） 

福崎町福崎新448－3（福崎幼児園内） 
　22－2308　Fax22－2313

〈開設日時〉 
　月曜日～金曜日　８：３０～１７：００ 
　　　　　土曜日　８：３０～１２：３０ 
〈個別相談〉　３月６日（火）　１０：００～１４：００ 
　相談員：井手晴子さん 

（祝日を除く） 

４月からの個別相談は、子育て学習センター（４月から西部子育て学習センターに
名称変更）１か所で行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


